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ユ
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き
て
青
葉
の
風
お
こ
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水
澄
み
て
夕
日
が
映
え
る
ダ
ム
湖
か
な

五
百
蔵
利
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梅
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晴
れ
や
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ク
ッ
ツ
カ
ケ
タ
カ
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と
せ
か
さ
れ
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和
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杖
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身
を
風
に
ゆ
だ
ね
弧
を
描
く
稲
穂
か
な

中
村　

定
子

        
  　

　

頬
杖
し
二
人
し
て
見
る
梅
雨
の
庭
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物
部
川
ブ
ル
ー
の
夏
よ
発
電
所

前
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裕
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覚
悟
し
て
猛
暑
受
け
身
の
傘
寿
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な

宮
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と
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フ
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ミ

リ

ア
◆

　
　

   

ヒ
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ど
こ
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歌
う
や
ゲ
ロ
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ロ
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岡
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由
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あ
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踊
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魅
了
さ
る
あ
じ
さ
い
色
香
酔
い
し
れ
る

恵　

美　

子

                       

あ
じ
さ
い
に
か
か
る
虹
色
彩
や
か
に

ク
ロ
ー
バ
ー

                       

水
無
月
の
雨
の
あ
る
の
は
当
た
り
前

八
王
子
小
太
郎
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光
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を
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仁
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梅
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夕
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向
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狭
庭
を
さ
ら
に
狭
く
し
て

山
中　

明
美

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

　
　
　
　
　

  

す
す
き

花
野
道
行
け
ど
行
け
ど
も
芒
原

藤
本
す
み
子

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

夏
点
前
葉
蓋
の
露
は
白
茶
巾

小
松　

美
鶴

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

　
　
　
　
　
　
　

笠
被
り
歩
く
遍
路
の
伸
び
る
影

上
山
こ
の
か

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

新
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塩
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ふ
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大
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と
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聞
こ
ゆ
る
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う
な
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浪
立
つ
土
佐
は
女
の
強
い
國

塗
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南
天
の
花
の
黄
色
の
小
粒
か
な

野
村　

里
史

                                      

三
世
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間
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と
こ
ろ
て
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更
衣
避
難
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の
中
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で
を
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な
づ
き

万
緑
に
な
り
ゆ
く
速
さ
児
の
脳

山
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鈴
子
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梅
雨
晴
れ
や ｢

ク
ッ
ツ
カ
ケ
タ
カ｣ 

と
せ
か
さ
れ
し

　

梅
雨
の
最
中
の
久
々
の
梅
雨
晴
れ
。
さ
て
、
外
に
出
て
用
事

を
と
思
い
靴
を
履
こ
う
と
し
た
時
、
ホ
ト
ト
ギ
ス
が
「
ク
ッ
ツ

カ
ケ
タ
カ
」
と
鳴
き
、
靴
を
早
く
履
け
と
急
か
さ
れ
た
よ
う
に

感
じ
た
。
作
者
は
そ
の
情
景
を
、
ユ
ー
モ
ア
に
溢
れ
楽
し
く
詠

ま
れ
た
一
句
。
な
お
、
ホ
ト
ト
ギ
ス
の
鳴
き
声
は
「
テ
ッ
ペ
ン

カ
ケ
タ
カ
」「
特
許
許
可
局
」
な
ど
と
聞
き
な
す
。

【
季
語
：
梅
雨
晴
（
夏
）
】

身
を
風
に
ゆ
だ
ね
弧
を
描
く
稲
穂
か
な

　

土
佐
の
極
早
稲
は
初
夏
の
頃
に
穂
が
出
る
。
豊
か
に
実
っ
た

稲
穂
を
眺
め
て
い
る
と
、
風
が
吹
く
た
び
に
稲
穂
は
弓
な
り
に

揺
れ
、
た
だ
た
だ
、
風
に
身
を
ゆ
だ
ね
る
の
み
で
あ
る
。
作
者

の
想
い
は
深
く
遠
く
外
つ
国
に
ま
で
及
ん
で
い
る
よ
う
に
感
じ

る
。
詩
情
豊
か
に
詠
ま
れ
た
一
句
。

【
季
語
：
稲
穂
（
秋
）
】

ヒ
キ
ガ
エ
ル
ど
こ
で
歌
う
や
ゲ
ロ
ゲ
ロ
ゲ

　

突
然
眠
気
を
覚
ま
す
よ
う
に
「
ゲ
ロ
ゲ
ロ
ゲ
ロ
」
と
蟇
の
声
。

何
処
で
鳴
い
て
い
る
の
か
、
外
は
暗
く
な
っ
て
い
る
の
で
わ
か

ら
な
い
。
い
ろ
い
ろ
考
え
て
い
る
間
も
「
ゲ
ロ
ゲ
ロ
ゲ
」
。
作

者
は
カ
タ
カ
ナ
を
使
い
、
そ
の
情
景
を
楽
し
く
リ
ズ
ミ
カ
ル
に

詠
ま
れ
た
一
句
。

【
季
語
：
蟇
（
ヒ
キ
ガ
エ
ル
）
（
夏
）
】
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香
美
市
立
美
術
館

ア
ー
ト
の
窓

ア
ー
ト
の
窓

７月３０日 (水) ～ ８月２４日 (日)

休館日：毎週月曜日 ／ 入館料：一般４００円
※ 月曜日が祝日の場合は開館し、翌日休館

※ 市民の方は無料 (住所が確認できるものをご提示ください)

【関連企画】場所：展示室

　① 館長または学芸員による作品解説

　　 会期中毎日曜日　１４時 ～

　② 出品作家によるシンポジウム

　　 ８月２４日（日）１４時 ～ １６時

香美アートアニュアル vol.13
－ この時代を生きる力 －

▶｢

シ
ェ
ア/S

H
A

R
E
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森
本
凌
司

２
０
２
３
年

『木のギフト』お便り紹介

香美市の赤ちゃんに『木のギフト』をプレゼントしています。詳しくは、
新生児訪問の際にお渡しするパンフレットまたは、香美市ホームページ内
の特設ページをご覧ください。
【問い合わせ先】農林課林政班　☎５２ー９２８３  　rinsei@city.kami.lg.jp

申し込みいただいた方からの投稿を募集しています！！

ちさとくん

　素敵なギフトをありがとうございました。長
く使えるものをと思って椅子を選びましたが、
まだ使うことが出来ておらず、普段はマザーズ
バッグ置きとなっています。久しぶりに部屋に
出すと、嬉しそうに近づいてきました。本人が
使える日が楽しみです。

香美市の赤ちゃんに『木のギフト』をプレゼントしています。詳しくは、
新生児訪問の際にお渡しするパンフレットまたは、香美市ホームページ内
の特設ページをご覧ください。
【問い合わせ先】農林課林政班　☎５２ー９２８３  　rinsei@city.kami.lg.jp

　

高
知
に
ゆ
か
り
の
あ
る
若
手
ア
ー
テ
ィ
ス
ト
を
紹
介
す
る
場

と
し
て
、
２
０
１
３
年
よ
り
続
け
て
き
た
香
美
ア
ー
ト
ア
ニ
ュ

ア
ル
の
最
後
で
す
。

　

刈
谷
舞
花
（
創
作
家
）
、
澤
田
亮
（
造
形
作
家
）
、
セ
ン
コ

ウ
ジ
ヒ
ナ
（
美
術
作
家
）
、
中
平
さ
や
か
（
画
家
）
、
平
野
史

恵
（
美
術
作
家
）
、
森
本
凌
司
（
ア
ー
テ
ィ
ス
ト
）
の
６
名
の

作
品
を
ご
堪
能
く
だ
さ
い
。

(

館
長　

都
築
房
子)

香美市から木のギフトを受け取

られた皆さんからのご感想、写

真を募集しています。投稿者の

氏名、写真、写真に映っている

方の名前(ペンネームで構いま

せん)と感想を、下のメールア

ドレスまでお送りください。

セ
ン
コ
ウ
ジ
ヒ
ナ

２
０
２
３
年

◀｢

肉
塊
の
記
憶｣ 

▲ ｢ファントウくん｣ 澤田亮 ２０２４年

こ
ろ
も
が
え

俳
句
・
短
歌
の
投
稿
方
法　

▼
投
稿
方
法
は
自
由
。
住
所
、
氏
名
、
電
話
番
号
を
明

　

記
し
て
く
だ
さ
い
。

▼
俳
句
は
偶
数
月
、
短
歌
は
奇
数
月
に
掲
載
し
ま
す
。

　

掲
載
月
の
前
月
の
１
日
ま
で
に
投
稿
し
て
く
だ
さ
い
。

【
投
稿
先
】
総
務
課
内
広
報
委
員
会
事
務
局 ｢

俳
句
・
短
歌｣ 

係

〒
782

－

８
５
０
１
（
住
所
記
載
不
要
）
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５
９
５
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と


